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1　はじめに

　「マジック <e>」とは，1）現代標準英語 Present-day Standard English: PSE において，通常 Consonant 子音
-Vowel 母音 -Consonant-<e>，即ち「CVCe構造」2）を持つ単語の最後の「綴り字」である「発音されない silent
母音 <e>」のことを指すが，この <e>の有無によって，当該の単語の発音が大きく変化することはよく知ら
れている．この <e>に「マジック」が冠される所以である．例えば，
 1 ʌ ɔ

e: cane e e e e 人名 Peterの通称
このように，語尾にたった 1文字 <e>を付加するだけで，あら不思議，短母音が長母音や二重母音
に様変わりする．もう少し正確に言うならば，マジック <e>のマジックにより当該の母音がすべて「アルファ
ベット読み」になるのである3）．誠に整然とした見事な変身ぶりではないか．
　他方，そもそも英語の書記体系は，出発点の古英語 Old English: OE では，典型的な「表音文字 」
であるルーン文字 やラテン文字 =ローマ字 を利用した，「表音的な 」
体系であったから，所謂「黙字 silent letter 」は原則的に想定されていなかったと考えられる．ではなぜ，
このマジック <e>の如き不可思議千万なものが PSEに存在する事態に至ったのか．本稿では，その成立プロ
セスを再検討することで，英語において，綴り字と発音の対応関係がどのように変遷してきたのか，その波
瀾万丈の歴史を改めて振り返ってみたいと思う．本稿の構成は次の通りである．次節ではまず，OEや中英
語 Middle English: ME といった中世期英語での黙字の存在を確認する．続く 3節で，近世の欧州文芸復興
ルネッサンス Renaissance を経て初期近代英語 Early Modern English: EModE 期に確立する，英語の
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   In Present-day Standard English, the spelling of a word has not reflected its pronunciation as straightforwardly as 

that in earlier periods of English. That is, it has not been principally phonetic any more, in spite the fact that without a 

doubt the writing system of English started phonetically enough. Why? The culprit crucially responsible for it seems 

such silent letters as <e> in spite, <gh> in straightforwardly or <b> in doubt in the above sentences, although among 

them the <e> in spite is what we call “magic <e>” and it has now become a rather useful pronunciation guidance 

for both native speakers and foreign learners of English. These silent letters were born in a complicated situation 

where began not only standardaization of English along with the advent of the printing technology, but also the Great 

Vowel Shift (GVS) and other phonological changes following it inside English itself. In other words, while spelling 

tended to be fixed, pronunciation continued to change: hence a very big gap between them. Due to this inconvenience 

educators as well as scholars proposed their own ideas of spelling reform, but none of them could fully be realized 

except Noah Webster’s nationalistic and patriotic proposal for American English, with which Japanese learners of 

English are very much familiar: e.g., labor, not labour; jail, not gaol.
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「標準化 standardization 」とそれに絡む幾つかの現象を議論した上で，4節では，その後に巻き起こった「綴
り字改革 」を取り上げる．そして 5節で，英語が到達し得た書記体系の現段階での姿をま
とめることにする．

2　OE・MEに黙字は存在したのか

　5世紀にアングロサクソンが大陸から海を渡ってイングランドにOE の原形 を持ち込んで以降，彼らには，
そのオリジナルの書記体系として と呼ばれるルーン文字アルファベットがあった．これは，大陸で
ゲルマン人に共通して使用されていた基本ルーン文字を OEの音韻体系に合うように改変したものである．
その後彼らは全面的にラテン文字アルファベットに乗り換えることになるのだが，その端緒として明らかに，
6世紀にローマからの使節によって南東部ケント王国で始まり，7世紀にはアイルランドからの使節による
北部ノーサンブリア王国の改宗を経て，その後イングランド全土に波及した，アングロサクソンの「キリス
ト教への改宗」があったことは間違いない 2011: 18 ．あの「キリスト教＝ラテン
語＝ラテン文字」の図式である．もちろん，OEとラテン語とでは音韻体系が違うので，新たな書記体系をそっ
くりそのまま OEに導入するというわけにはいかなかった．そこでアングロサクソンたちは，使い慣れた幾
つかのルーン文字およびラテン文字を改変して創造した文字を，イングランド移住後新たに取り入れたラテ
ン文字アルファベットに加えることで何とか対処しようとしたのだった．4）

　さて，OEにおける黙字についてである．果たして，OEの書記体系はどの程度「表音的」だったと言える
のか．特に黙字に関して言えば，以下の 2 を参照する限り，ある特定の環境での <e>が所謂黙字に相当
すると思われる．
 2  a. sc [oder]n.E[nglish]. sh: scip ‘ ’,  ‘ ’ sce: 

sc(e)olde ‘ ’, bisc(e)op ‘ ’.5） ̶ 19539: 4
ie and 

’ ie ( )
i and e; ie i or y i ie, as in 

hiene for hine [ ‘ ’]
 ̶ 20128: 15, n.1
そういう意味では，マジック <e>への萌芽が既に OE期に見られるとも言えそうだが，これはあくまでもオ
プションであること 2a ，またその後の音韻変化による黙字化現象であること を考えれば，OE
の書記体系は「本質的に」十分表音的であったと言っていいのではないか．6）

　では次に，MEでの状況を見てみよう．OEで新たに導入された，ラテン文字アルファベットには元来存
在しなかった < >, <æ>, <ð>は早々に廃棄され，<þ>と <ʒ>のみが一部地域で保存されていたが 註 4)およ
び 20092 参照 ，最終的にそれらは <th>と <g(h), y>といったラテン文字の二重字等に完全に置き
換わった．そして，以下の 3 が示すように，完璧とは言えないまでもMEもまたほとんど表音的だった
と言ってよく，黙字の存在も，弱強五歩格などの，韻文における韻律 の制約に起因する，強勢のな
い語末の <e>の発音の有無が，単語には固有でない形で確認されるくらいで これもある意味マジック <e>
への足掛かりと言えるかもしれないが ，「明らかな」なものは認めがたいようだ．
 3

̶ 2011: 76
つまり，一文字一音の原則に従わない二重字の存在を例外とすれば，MEの綴りは概ね表音的に処理できて
いたと考えられる．7）ということは，OE・ME期には所謂黙字はほとんどあり得なかったことになり，むし
ろ有益なマジック <e>の存在だけでなく，PSEが呈する「黙字汚染」とでも言うべき異様な状況は，ModE
期以降生じた「怪」現象であることが確かめられる．

3　標準化への道

　起源的に見て十分ゲルマン的であった OEから始まった英語だが，11世紀以降フランス系の王統で接ぎ木
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されたために，支配者階級が使う上層語 acrolect が，「外国語」であるフランス語となったME期イング
ランドは，その間一般民衆が使う下層語 に成り下がった

4 4 4 4 4 4

英語の相対的地位低下に伴い，野放し状
態である地方方言の時代に突入していた． 2010: 82 は次のように言う．
 4 (ME)

’

MEのキーワードは，まさしく「バリエーション」と「多様性」である．Crystal 2012: 110 は何と 60もの
nightのME綴りを The Oxford English Dictionaryから指摘している．
　しかしながら，フランスとの百年戦争 ’ War 勃発を契機に英語の本格的な反転攻勢が始まり，
また，首都ロンドンの一層の繁栄も相まって，その結果，ME末期あたりから，東中部 East Midland 方言
を核とした標準形 standard が出現するに至る．ちなみに， 2012: 12 による標準形の定義は以
下の通り．
 5

つまりそれは，成文化された，教育 や公的機関 ・正式な書き言葉および各種メディアで使用される言語
変種のことである．8）またこの定義の後半部では，「話し言葉」の標準形についても言及されているが，当時
標準形はまず，以下のように「書き言葉」から始まった．
 6

 ̶ 20136: 187
　上記 4 や 5 でも “writing” と記されているように，書き言葉，就中「綴り字」を固定すること
こそがME地方方言無法地帯から脱却し標準化へと向かう第一歩だったと言っていい．そしてそのことを文
字通り技術面で全面的に後押ししたのは，ルネッサンス三大発明の一つ，ドイツのヨハンネス・グーテンベ
ルク 1398-1468 による「活版印刷術」であった．イングランドには，1476年にウィ
リアム・キャクストン 1415~22-1492 によって持ち込まれている．現代に当てはめるならば，
差し詰めそれは，インターネット革命にも匹敵するこの技術革新により，ME期までの「手書き 原稿 」 ま
さに 手による 筆記 故にそれまで様々なバリエーションが生じ得た綴り字だったが，コピー
を大量生産できる活字に組むという作業を通して一気に統一共通化への道が開けたのである．
　だが，ここに一つ大きな落とし穴

4 4 4 4

があった．「大母音推移 Great Vowel Shift: GVS 」9）およびその後も引き
続いて起こった「音韻変化」である．固定化に向かいつつあった綴り字とは裏腹に，実はME末期から，強
勢のある長母音の調音位置が一斉に変化し始めていたのである．その原因は未だによく分かっていないが，
とにかく当時綴り字が固定されるトレンドにある一方，発音は確実に，そして長い目で見れば，大きく変化
し続けたのだ．その結果，綴り字と発音の対応関係に決定的な乖離が生じることになり，この GVSを経て
最終的に，<a> /a:/, <i> /i:/, ,10） <o> /o:/の長母音は，/ei/, /ai/, , の二重母音に このため英語では，
欧州の言語としては珍しく，母音 1文字が二重母音を表すことになった ，長母音 <e> /e:/は調音位置が一段
上昇し，/i:/になってしまった．
　さらにModE期には，上記のような強勢のある長母音がラディカルに変化すると同時に，それとは対照
的に強勢のない母音，特に語尾に <e>として現れる曖昧母音 schwa: /ə/, “the ‘ ’ ” Crystal 2018: 
117 が最終的に無音になる現象が広がった これは，前節で述べた，韻文での韻律上の制約のために，
当該の綴り字が発音されたり，されなかったりしたこともその最終的な無音化に繋がった可能性がある ．
にも拘わらず，綴り字の方はどんどん固定化の方向に進んだために，例えば， 7a の eの <e>のような
黙字として残留することになったのである．つまり， に見られる曖昧音化のプロセスを経て最終的に
無音・黙字になることで，マジック <e>の下地は着々と固められつつあった．
 7 a a e e /nɛ e 11）

‘ ’ > <e> /ə/ ‘schwa’ > <e> φ ‘zero’
　さらには，この音韻変化は母音に留まらなかったのである．ModE以降，子音の一部でも無音化・黙字化
を含めて音韻変化が進行していたが，悲しいかな，それは綴り字が固定化された後に起こったために，上記
の語尾の <e>同様，その綴り字自体はしばしば温存され続けた．例えば，



4040 松　瀬　憲　司

 （8） a. OE cniht /kniçt/ > ME knight /kniçt/ > ModE knight /nait/
h ( ) gh gh /rʌf/

上例 8a に見られる，OEの語頭子音結合 <cn> /kn/は，発音はそのままでME <kn>に受け継がれたが，
ModE以降当該の /k/は発音されなくなった ドイツ語では未だに と発音されているけれども ．
また，語中や語尾に現れる，OE <h> /ç, は，MEでは，フランス人写字生によって二重字 <gh>に置き換わっ
たが，8a のように，イングランド南部では 17世紀までに 20016: 66 黙字になる一方，
では，/f/の二重字として現在機能していることが分かる． 2010: 63 によれば， gh の

gh と ( ) ff /dʌf/のように，同一語源語の OE dah から，PSEにおいては，無音の <gh>と
/f/音の <f>を使用した二通りの綴りに分化した例も見られるという．音韻変化の実態を目の当たりにした思
いがする．
　上記の音韻変化とは違う形で，この標準形創成期に生じた，綴り字・発音の相反に拍車をかけたのは，他
でもないルネッサンスという時代の趨勢だった．「ルネッサンス 再生 」とは「古
典への回帰」を意味したからである．それは借入語，特にフランス語に対する「語源的綴り

」への過剰なほどの拘りとして結実した．すなわちME期に，前述のようなイングランドの二重言
語社会構造上，フランス語から大量の語彙が英語に流れ込んできていたが，それらを形態的にその源泉であ
るラテン語にまで遡らせようとしたのだった．児馬 20182: 122 は，これには主に次の二通りの展開があっ
たとしている．
 9  a. M[ ]L[atin] sol [ld]F[rench] l ldʒə/

b b
9a の soldierでは，中世ラテン語の語源に遡って <l>が復刻されたが，その発音 /l/もまた同時に復活した．
一般的感覚では，これは当然であろう．他方 の では，語源にある を復活させておきながら，
その発音 自体は無視された．つまり，この はハナから

4 4 4 4

黙字として挿入されたのである．児馬 20182

に言わせれば，この後者の改変は綴り字を徒に複雑化したことになり，「罪が重い」．なるほど という子
音結合が発音しにくかったから黙字にしたのだ，という言い訳も聞こえてきそうだが，それならばより語源
に忠実でなおかつ発音可能な という形にすればよかっただけのことである ただし， 2010: 
64 が指摘するように，シェイクスピアは Love’s Labour’s Lost 1594 の 5幕 1場で，空論家のホロファニー
ズに，“ sine [ ];” とむしろ
黙字の を積極的に発音することを推奨させているが ．12）従って， は非常に中途半端な語源再生で
あり，やはり罪は重いと言わねばならない．
　そしてこの語源礼賛による綴り字修正の異様な風潮は，何と借入語のみならず，ついに本来語をも巻き込
むことになる．児馬 20182: 122 は，上例 9 に続けて，次の islandの例を指摘する．
 10  a. OE igland /ijland/ > ME iland /i:lənd/ > ModE island /ailənd/ 

s sle > ME isle > ModE isle /ail/
  c. L ins →ModE isle・Mod[ern]F île

10a より分かるのは，本来 islandの語源には <s>など全く存在しなかったということだ．従って，この <s>は，
同義であるフランス語借入語 isleに存在していたが故に ，13）類推 analogy 作用によって持ち込ま
れた明らかな余計者なのである．ただ 10c に示したように，この <s>は，本家の OFにおいて改めて復元
されたのであり，実際 <s>を欠いたままの OF形からのME借入形も散見され，英語での発音はこちらの形
態がベースになっていると思われる．そして最終的には，現代フランス語では，îleという形態に落ち着いた．
これは，<i>の上に「アクサン accent 」符号を付加することで，かつてその直後に <s>が存
在していた歴史的事実を文字に頼らず

4 4 4 4 4 4

に表示しているのである 註 5 の「ドイツ語における発音弁別符号
ウムラウト」に関する記述を参照 ．
　次のようなより複雑な綴り字修正の例も Crystal 2012: 157-158 が指摘している．それは， と

の <th>である．
 11 t to( ) to( ) thor

t t t thority
th t t thentic

今度は両者ともに，その源泉であるラテン語にも <h>は存在していなかったにも拘わらず，英語では <th>



4141「マジック <e>」のマジック

の綴りになっているのである．これは，どうやらそれらと意味的に類似する の存在に気づいた者
Crystalが言うところの Latin-aware writers がいて，確かに借入先の では <h>は存在しないが，
その大本のラテン語にはそれが存在していることを突き止めたことから， だけでなく，そこからの
類推によって， ( )rと にも <h>が挿入されたらしい．そもそもラテン語でも は，古典
ギリシア語 を借入したものだったので，ギリシア文字の < >を <th> [th] 帯気音付
き [t] で正確に転写していたのである．ただ英語の場合それは，/ /の発音の二重字として捉えられている．
改めて英語における <th>と /  ð/の結びつきの強さを思い知らされるではないか ただし，Th ，Thai，
Th 等の固有名詞では / /ではなく /t/であるが ．
　このように，英語標準形の創造は，綴り字に何より望まれた安定感をもたらす一方，言語の宿命としての
絶え間ない音韻変化と衒学的な「装飾」とも言える人為的改変によって，綴り字と発音の乖離を一層助長し
た側面もあったと言え，これは何事においてもそうだが，「固定化」が抱える呪縛に絡め取られてしまった
と言っていい．

4　綴り字改革騒動

　そのような中，16世紀に所謂「綴り字改革 」の必要性が声高に叫ばれるようになったのは，
ある意味当然の成り行きであった．では， 2010 と 20063 を中心に当時の百家争鳴の
喧噪ぶりを振り返ってみよう．
　まず，ジョン・チーク卿 Sir John Cheke 1514-1557 である． 2010: 65 は，“his desire to tidy 

” と指摘しており，早くも 16世紀において既に語末の <e>が問題視され
ていたことが窺われる．チーク卿の提案は，
 12  a. taak ‘take’ ijn ‘ e’, aloon ‘alone’; gi ‘ e’, so ‘ e’

ā ‘ e’ ‘ e’ ‘ e’, sō ‘ e’
12a のように，無音の語末 <e>は発音されないのだから全て除去し，長母音／二重母音で発音される場合
のみ，その母音字を重ねて表すというものであった．しかし，自身が提案する綴り字法で綴り直された「マ
タイによる福音書」の抜粋を見てみると，母音字を重ねるのではなく，<ā>のような発音弁別符号付き文字
が現れていたり，短母音語での語末 <e>未削除例も散見され ，統一感のなさを露呈してしまってい
る．発想としては，非常に整然としたものだけに，きっちりと運用すればそれなりに利点も多かったように
も思えるが，事実この提案は取り入れられることはなかった．
　続くトマス・スミス卿 1513-1577 の場合は，極端なアナクロニズムに走ってしまっ
ている．彼は，<g>のような複数の発音を持つ子音字の存在がどうしても許せなかったらしく，昔使われて
いた文字を敢えて引っ張り出して来て「一文字一音対応」を達成させようとしたのだった．
 13  <g> / /, <ʒ> /dʒ/, <c> /tʃ/, <k> /k/, <ð, Δ> /ð/, <þ, > / /
13 から，彼は OE・ME期のルーン文字や改変文字等だけでなく，何とギリシア文字

4 4 4 4 4 4

まで導入しようとし
ていたことが分かる．もちろんこのような過激な案が採用されることはなかったが，実は，この問題意識は
PSEでも依然として未解決のまま持ち越されており，<g>は，/ /か /dʒ/かそれとも reign /rein/などの無音か
といった，特に外国人英語学習者を悩ます問題であり続けている．14）

　次に登場するのは，ジョン・ハート John Hart died 1574 である． 20063: 307-308 が述べて
いる以下の 14a から読み取れるのは，徹底した「一文字一音主義」だ．
 14

“
[ ] ”

king15）

ŋ  ə r ho:l nas ɔ ɛ ɛt and ɛnɛ ŋ /
14a の引用符部分は，ハートの著書『正書法 An Orthographie 1569 』からの直接引用である．それを
ハートの提案する綴り方で綴ると， のようになる．そして による，その当時の発音の再現が

14c である．その中で，h l /ho:l/ ‘ ’, ŋ / ‘ ŋ/’, eneral / ɛnɛral/ ‘general 
/ enərəl/’ 等を見ると，文字下の発音弁別符号や創作文字を利用しながら，EModEの発音に忠実に綴られて
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おり，一文字一音という彼のポリシーが貫かれていることがよく分かる．
　英語史上初の英文法書著者として有名なウィリアム・ブロカー c1530-1609 は，彼独
自の新たな創作文字こそ導入しなかったが，やはり発音弁別符号や母音の組み合わせによって音質や長短を
弁別しようとした．例えば，
 15  sent /sɛnt/ ‘sent’, decræse /d krɛ:s/ ‘decrease’ é ‘ ’ ̶ 20063: 314-315
<e, æ, é>がそれぞれ /ɛ, ɛ:, e:/を表していることが分かる /ɛ:/と /e:/は当時依然として区別されていた ．
　そして，16世紀最大の綴り字改革者と目されているのが，教育者であり司祭でもあったリチャード・マ
ルカスター c1531-1611 である． 2010: 67 が，“

”
と述べているように，彼は表音的書記体系の限界を十分見極めた上で，教育的観点からより適切な綴り字へ
の変革を目指したようだ．とは言え，
 16  anie ‘any’ k ‘ ck’, gess ‘guess’, feasant ‘pheasant’ ̶ 2010: 67
上記 16 に見られるような改変は，分けても → <g>はむしろ古の混乱への逆戻りであり 註 14）参照 ，
そうすることのメリットが全く見つけられず，その他の提案も「個人的好み」の域を出ていないようにも思
える．ただ，上述のように「完全な」表音的書記体系は存在し難いことを十分に自覚していた点だけでも，
彼が他の改革者たちとは一線を画していた証左となろう．
　続く 17世紀以降は，改革というよりもむしろ綴り字の更なる固定期に入り，ある種の諦念も漂い始める．
それは，18世紀の，あの有名な『英語辞典 A Dictionary of the English Language 1755 』を著したジョンソ
ン博士 1709-1784 も，“ ‘

’” 2010: 70 と述べ，綴り字「改革」
の虚しさを熟知していたことからも窺われる．
　さて，綴り字改革の最後を飾るのは，綴り字そのものをうまく活用するによって，言わば「アメリカ英語

のアイデンティティ」を確立したノア・ウェブスター 1758-1843
であった．かつてイギリスの植民地であったアメリカに持ち込まれた英語の綴り字を独自のものに変えるこ
とは，敵対するイギリスから独立したアメリカのナショナリズム イギリスとの差別化 を如実に反映する
ことに繋がったからである．16）このようにして，語源を闇雲に引きずり，音韻変化による残滓を抱えた，本
家本元のイギリス英語 British English: BrE の綴り字は，その一部がアメリカという新天地において，下例
17 のようなシンプルで合理的なものに変えられたのだった．
　　 17 aught /drɑ aft /dræft/

ough ʌrə o ə 17）

ここでは，上例 8 でも議論した <gh>が問題になっており， 17a のように ghtの <gh>を黙字と
捉えた /drɑ:t/という発音もあるらしいが それが黙字でないのならば，該当する音価 /f/をストレートに表
す <f>に変え，一方 のように間違いなく黙字ならば，いっそのこと削除してしまうという，まさ
に表音的な綴り字を目指したことが分かる．18）イギリス本国の BrEではついぞ為し得なかった，このよう
な表音的綴り字への思い切った改変が，もちろん全てではなく一部ではあるにせよ，いとも簡単にアメリ
カで実現したという事実を，上記の綴り字改革者たちは草葉の陰でどのように受け取ったであろうか．た
だ， 2013: 200 が，“

” と述べているように，
その後の の影響力はやはり甚大で，結局 BrEも によって「実質的に」綴り字を変えていった部
分も少なくはないのである．

5　まとめ

　そもそも書記体系は，言語音を保持・記録する媒体であるので，表音的な形でスタートするのはある意味
当然であり，英語において標準形が登場する以前のME期において，ありとあらゆる綴り字が各地方で跳梁
跋扈していたのも納得がいく．しかしその後，社会が成熟していく近世に入ると，一国の国民が共通して使
える言語変種の必要性が俄然高まり，ためにどうしてもそこに「共通の」綴り字を設定せざるを得ない状況
が生まれた．折りしも印刷という技術革新を利用できる絶好のタイミングにあったので，綴り字の固定化は
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一挙に進んで行った．ただ，言語は変化するのが常である．英語という言語の内部から湧き出て来る各種音
韻変化，借入語導入による外部から持ち込まれた形態・音韻変化，英語使用者の意図的・人工的な形態・発
音改変は，英語書記体系の表音性を瞬く間に奪って行き，夥しい黙字を生産するに至った．こうして見てく
ると，綴り字を固定する以上，完全なる表音的書記体系の維持などは所詮無い物ねだりであり，どだい無理
な相談であったことがよく分かる．
　しかしながら，そのような状況下で最終的に発想の転換が生じた．それは綴り字を無理矢理発音に合わせ
て改変するのではなく，現段階での綴り字をむしろ肯定し，その発音との対応関係の「ありのまま」を具に
調べ，そこに一定の「規則性」を見いだそうとしたのだった．所謂「フォニックス 」の登場であ
る．19世紀に既にその発想自体はあったようだが，本格的に運用されるようになるのは，20世紀半ばの教
育現場であった．Crystal 2012: 291 は，“

”と指摘している．本稿の主題であるマジッ
ク <e>もまた，まさにこの仲間なのである．これはある意味，一旦固定してしまえばおいそれとは変えにく
い命運にある綴り字に対する最良の回答であった．将来的にどんなに発音が変化しようとも，それに応じた
綴り字のルールを見つけ出せばよいだけのことだからである．ただし，“ ”
とはよく言ったもので，全てをルールで制御できるわけでもない．そしてマジック <e>もまたその例外では
ないのである．
 18  a. co o i i a

o ʌ/, lo ʌ o i i a
18a の CVCe構造の単語，つまり <e>の前に が現れる CVCe構造は，マジック <e>に従って <o>，

<i>，<a>のアルファベット読みがしっかり実現されているが， は同様の構造にも拘わらずそれに従わず，
短母音や長母音になっている．この短母音 /ʌ/は， の音韻変化の結果であり，OE lu , ME lu ‘ ’ など
に見られるように元来は で綴られていたが， という綴りは，筆記体 で書いたとき
縦のストロークがいくつも連続して非常に見にくい．そこで， を <o>に取り換えることによってより見
やすくしたのだった 児馬 20182: 122 参照 ．19）他方 の は，フランス語からの借入語であり，
当時から <o>と綴られていたが，GVSにより発音が /o:/から になったのであろう．また， や では，
元の長母音 /i:/が GVSを経て二重母音化しているが，20） , , は元の短母音が維持されたまま，たま
たま最終形態として CVCe構造に落ち着いたのである．これらは，英語史上の紆余曲折がマジックにかから
なくしている例だと言える．さらには，
 19  rare [rɛər]; fire [faiər]; lure [ ər]; were [wə:r]; tore [tɔ:r]

19 に見られるような，<e>の前に <r>が現れる CVCe構造でも自慢のマジックが効かない．これには，
後部歯茎接近音 /r/の母音的な音質 “ ” Crystal 2018: 
160 が関係していると思われ，21）この環境に生じる /r/は，BrEでは容認発音 等
の変種で消失してしまい，黙字になったが， では多くの変種において [r]という形で残り続けている．
しかもそれを発音することが， においては社会階級的「威信 」を表示することに繋がるとい
うのだから，たかが発音と侮ることは全くできない [r]なのである 2010: 19 ．
　確かにこのような例外はあるにせよ，やはりマジック <e>の有用性は微塵も揺らぐものではなく，結論と
して，ネイティブ英語話者も外国人英語学習者も，特定の綴り字構造に現れる規則的音韻表示の典型である，
このマジック <e>の多大なる恩恵に浴していると言える．

註

1) <e>の <  >は，eが「書記素 」 = 綴り字 であることを示す記号である．
2) より正確には，CVCeだけでなく，子音結合 を持つ，stoneや eのような CCVCe，あるいは taste

のような CVCCeの構造をとるものもある．また，語頭の子音を欠く， eや ode等の単語や e や Ike < 
Issac 等の人名通称が持つVCe構造も見られる．

3) ただし に関しては，アルファベット読みの だけでなく， eのように， の場合も存在する．ちなみに， 19 の
には，[ ər]という発音もあるようだ．

4) 導入されたルーン文字としては，/  ð/を表す <þ> ‘thorn’ と /w/を表す < > ‘wyn(n)’ があった．また，ラテン文字改変文字と
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しては，/æ/を表す「抱き字・合字」 の <æ> ‘ash’ 児馬 20182: 24 と /  ð/を表す <ð> ‘eth’ アイルランド字体
の <d>にストロークを付加したもの である．さらに，これは新たに導入された文字そのものではないが，当時イングラン
ドでは，大陸で使用された形状の <g> カロリング朝小文字体 は用いられず，そのかわり <ʒ> ‘yogh’ 島
嶼体 が / , j, の各音を表した 2010: 56 ．

5) この <sc>は，ゲルマン祖語では常に /sk/と発音されたが，OEでは，全てではないが，その大部分が /ʃ/を表すように音
韻変化した．ここでの黙字 <e>は，そのことを示すために取られた手立てと考えられる．<sc>に後母音が継続する scolde 
/ʃolde/のような場合，*/skolde/という発音も完全には排除できないので，<e>を挿入することによって /ʃ/であることを明示
したのだろう． 2009: 15-16 によると，sceoldeは後期ウェスト・サクソン方言によく見られた綴りであった．

 　同様のことは，PSEでも観察される．黙字の <e>がないと， の notice ə は， ə
となってしまうので，noticeの黙字 <e>を維持することで，<c>を /k/ではなく /s/で発音することが示されているのである．

　　　なお， 2010: 58 は，この無音の <e>が「発音弁別符号 diacritic 」として働いたとするが，ドイツ語における
ウムラウト符号を使う代わりに <e>を添える方式，例えば，<ö> /ø/ではなく，<oe>と綴ることに同様の現象を見ることが
できる． 2017: 64-65 は，OEでも一部方言で，<oe>/ø:/ e.g., cwoen ‘ ’ が見られたが，後に書き言葉の標準
形となるウェスト・サクソン方言では，円唇性が消失し，<e> /e:/ cwen になったと言う．

6) この場合，もちろん「二重字 」である <sc> /ʃ/や <cg> /dʒ/は黙字を含む綴りとはみなされない．また，<f>, <s>, 
<c>, <g>が生起環境によって複数の音素に対応していたことも，厳密な意味では「表音的」とは言えないが，それらの発音
が一定の法則（位置によって発音が決まる）に則って決定されていたことを考慮すれば，やはり OEは十分に表音的だった
と言っていいだろう． 

7) 上註 6)でも述べたように，OEでは，<f>, <s>, <c>, <g>は，生起環境によってそれぞれ /f, , /s, z/, /k, tʃ/, / , j, という複数
の音素を表したが または，例えば <f>の場合，音素的には /f/を表すが，その異音 として [f]と [ ]を持って
いたとも記述できる ，MEになって，そのオリジナルの綴り字を固定したままでフランス語の語彙を大量に導入したために，
それぞれの音素に対応する新たな書記素が与えられることになった．すなわち，<f> /f/, , <s> /s/, <z> /z/, <k> /k/, <ch> 
/tʃ/, <g> / /, <y> /j/, <gh> /ç, である．ただ，別の問題も発生した．<c>, <g>はそれぞれ，OE期にはなかった /s/, /dʒ/といった，
フランス語の綴りに特徴的に現れる音素を新たに獲得したのである．また，下註 10)でも述べるが，ME期にフランス語か
ら持ち込まれた は二重字であり，そこでの <o>を <e>のような発音弁別符号と見なすこともできるかもしれない．

8) 「権威や能力を投影する」というところに標準形使用者が持つある種の「鼻持ちならなさ」が如実に表れているではないか．
9) 2018: 124 は，前・後母音の調音点がそれぞれ一段階ずつ上がるGVSの Phase 1は 1600年までに起こり，

前母音では，さらにそれからもう一段上がって /ɛ:/ > /e:/, /e:/ > /i:/となる Phase 2は 1700年までに起こったとしている．
10) 元来英語では， は と綴られていたが，ME期にフランス人写字生が に対応するフランス語の正書法

である を英語に持ち込み改変した．例えば，OE hu ‘ ’ はME hou へと変えられた．フランス語では，
は /y:/ 英語では，アルファベット読みの として定着した と発音されるからである 2010: 60 ．

11) 上述のように特にME期には様々な綴り字が存在したので，以下に例示するMEは主に東中部方言形であり，OEに関して
は主にウェスト・サクソン方言形である．

12) この は動詞なので，OFから借用するときに，OFの動詞 ／不定詞 語尾 -erをMEの動詞語尾 -enに付け替えて取
り入れた．ちなみにこの場合，ラテン語の動詞語尾は -areであることからも， 動詞語尾を削除した という形
で語源を活かして， (en)を修正することの方がむしろ正当性があったようにも思える．しかし黙字の だけの挿
入に留め， を避けた理由はおそらく，音節の増加を嫌ったからであろう この場合，1音節語から 2音節語に変わる ．

 　また，当該の発音が実際に困難なのかどうかという点に関しては，次の indictが参考になる．
　　　 i  ML indictare > OF enditer > ME enditen > ModE indict /indait/
　　この indictは，古フランス語から借入された当時，<c>は既に消失していたが，その後中世ラテン語に遡って復刻したのであ

る．しかしこの場合， とは違って，仮に <c>を発音したとしても，*/indikt/となり，その /dikt/の部分の発音
は dictateや dictionでも違和感なく聞かれるので，英語として十分に可能である．にも拘わらず，<c>は黙字となっているこ
とから，一連の綴り字修正では発音のことは気にせず，ただ只管語源要素の復活のみに主眼目があったと考えられる．

13) 当時の識者たちは，ラテン語を起源とするフランス語にある <s>ならば，英語にもあってしかるべき
4 4 4 4 4 4 4 4

とでも考えたのであろう．
ここには古典語至上主義が垣間見える 現代の「英語」至上主義とパラレルな思考回路が面白い．劣等感の裏返しと言う他ない ．

14) その後工夫もなされた．例えば <g>の場合，発音が /dʒ/ではなく，/ /であることを表すために に置き換えられた単語
もある guess / ge ʒestʃə/ ．ただし，get /get/や g は未だに昔のまま <g>が維持され，なおかつ / /を
表している．

15) ハートが創作した，/dʒ/を表す文字の適切なフォントがないので，本稿では，それに近い感じの < >で表している．実際に
は <ʒ> yogh を筆記体で書いたような文字である．また，上註 13)では， / /を表すために が導入された事を指摘した
が が発音弁別符号の役割を演じている ，ハートは逆に，<g>は / /を表すとし，/dʒ/を表す文字の方を創作したのである．

16) 日本国文部科学省は，日本人が習得すべき英語変種は の標準形としており，日本政府の「防衛省」の英語表記は
se BrEでは ce と方針通り 綴りになっているが，「厚生労働省」はMinistry of Health, our 

and Welfare では or であり，BrE綴りで表記されている．
17) でも の綴り自体は標準形で存続しているが，この も同様に存在し，ニュージャージー州の群区名や紙巻
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きタバコの銘柄として有名なMarlboroに見ることができる．
18) 同様のパタンに，thru ‘through’, enuf (f) ‘enough’, nite ‘night’ 等がある．全て <gh>が絡んでおり，最後の niteは，まさにマジッ

ク <e>を有効利用している．
19) ModF trio ijɔ̃f/は，PSEでは triu ʌ である．ラテン語で triu ，さらにOFでは triu であることを

考えると，フランス語では → <o>の改変がなされていることが分かるが，英語では を温存している．これは，
の と は本来語であるが， は借入語であることが改変の有無に関係しているのかもしれない．

20) は， の語頭音消失 形であり， はそもそもOEの onと lif /li:f/からなる句だった．接続詞 on
に対応するため，lifが単数与格形 ə/になっており，語末の <e>が生じているのである 家入 2007: 36 ．

　　　 ii  on life /ɔ ə ə ə/ > /ə ə （ ）
21) 現代ドイツ語でも以前は，男性単数主格定冠詞 derは /der/と発音されていたが，今では /dɛə/になっていることからも，/r/

がこの環境で /ə(r)/に変質したと考えられる．
　　　 iii ə/ > EModE /fəir/ > [faiə(r)] 
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